
保険料水準の統一に向けたロードマップ

関係WG(担当部門） 項目

連携会議 運営方針

財政部会 保険料水準の統一

財政部会
医療費水準の反映

（αの設定）

財政部会
高額医療費の

共同負担

財政部会 受益に係る項目

（保健事業、条例減

免に要する費用等）

財政部会
保険料（税）の

賦課方式

財政部会 赤字の解消・削減

（決算補填目的の法

定外繰入の解消）

上記以外で保険料水準の統一に影響を及ぼす項目

・記載項目以外でも新たに課題と考えられるものが生じれば、適宜追加する。

保険料税率の算定方式

保険料（税）の賦課限度額

保険料と保険税の別

統一する場合の財源

決算補填等以外の目的の法定外一般会計繰入分

都道府県繰入金（２号分）

R4

標準的な収納率による調整

葬祭諸費

保険料（税）の賦課割合

出産育児一時金（法定繰入分）

R3 R5

医療費適正化

地方単独事業の減額調整分

見直しの議論・方針決定

統一の理念・目標の設定

α＜１とすることの妥当性について議論

第２期運営方針

開始年度・期間等の議論

市町村単位で算定

市町村単位で算定

市町村単位で算定

メリット、デメリットを

議論

負担、受益の公平性について議論

α＜１による課題の議論 α＜１による納付金への影響を議論

α＜１による課題の整理

（段階実施、医療費水準格差、インセ

ンティブ）

容認すべき医療費水準の格差（1.10

倍）の議論

統一に関わる検討項目の整理

α＝０となる時期の議論

メリット、デメリットを

議論

納付金への影響を議論

統一の方向性を議論

α＝１.０

次期策定

条例減免

・現状の整理

・基準案の洗い出し

市町村単位で算定

愛知県における考え方の

決定

納付金ベースの統一の実

施を決定

α＝０となる時期を決定

差額補填の実施を決定

容認すべき医療費指数の

格差（1.10倍）の決定

統一の方向性の決定



R6 R7 R8 R9 R10 ● ● ● ● ●

事務の標準化

予備費（市町村分、保険料財源分）

その他基金（返済・積立）

出産育児諸費

育児諸費

特定健康診査等に要する費用

特別調整交付金

直診勘定繰出金

保険者努力支援制度（市町村交付分）

財政安定化基金積立金（市町村の償還分）

財政安定化基金積立金（市町村の拠出分）

R11

審査支払手数料

その他保険給付

保険者支援制度

過年度の保険料収納見込み

財政安定化支援事業繰入金

納
付
金
ベ
ー
ス

第３期運営方針

見直しの議論・方針決定中間見直し 次期策定

完全統一を目指した方向性の議論

中間見直し

必要に応じた見直し

議論すべき項目の選定

現状の再分析

対応の検討

現状の再分析

対応の検討

α＝０.8 α＝０.６ α＝０.４ α＝０.２ α＝０

共同負担の実施

完全統一に向けた目標の設定

統一に向けた議論

統一に向けた議論

統一に向けた議論

納付金ベースの統一の達成

第●期運営方針

見直しの議論・方針決定

統一の現状の振り返り

現状の再分析・対応の検討

現状の再分析・対応の検討

現状の再分析・対応の検討

資料No.4 別紙


